
学生参加型産学連携シンポジウム 

          ―イノベイティブ技術者への期待― 

・狙い：未来の社会と科学技術を支える電通大の学生を対象に、 

    電通大の研究領域が深く関係する主な産業界の現状と 

    イノベイティブ技術者への期待（の役割）を紹介し、 

    学生参加型の産学連携活動を本格化させる。 

 

・日時：２０１９年１１月１９日（火）１５：００～１７：００（予定） 

 

・場所：電通大 東３号館－３０１室 

 

・参加予定：・ご講演頂く企業と共同研究や受託研究を実施している研究室の 

学生、および同企業が属する業界に関心のある学生 

    ・ご講演頂く企業および業界に関心のある教職員 

 

・プログラム（案）： 

①半導体メモリ産業の現状とイノベイティブ技術者への期待 

 「（仮）キオクシアの挑戦 -世界新記憶を目指して- 」 

キオクシア株式会社メモリ事業部 フェロー 間 博顕氏 

 

「（仮）なぜ、まんが「フラッシュメモリのひみつ」を作成したか？」 

キオクシア株式会社メモリ事業部第三メモリ設計部 

メモリリソグラフィ担当 参事 児玉 親亮氏 

 

②設備機械産業の現状とイノベイティブ技術者への期待 

 「(仮)超微量の液体と粉体をコントロールする-三鷹発の世界技術-」 

武蔵エンジニアリング株式会社 社長 生島 和正氏 

 

 「（仮）女性技術者が取り組む価値創造」 

   武蔵エンジニアリング株式会社 （調整中） 

 

③Ｑ＆Ａ（パネル討論形式） 

／学生から”イノベイティブ技術者への期待”講演への質問 

 

 

以上 


